
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 3年 後期 

科目名 成人慢性看護学実習Ⅰ 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 2単位 90時間 授業形態 実習 

担当教員 小山 珠美・野沢 和也 

メールアドレス 
t-koyama@tsuruga-nu.ac.jp（小山） 

k-nozawa@tsuruga-nu.ac.jp（野沢） 
オフィスアワー 

随時可能である

が、事前に都合を

確認して下さい 

 

授業目的 
慢性的な健康障害をもつ人を包括的に理解し、適切な医療や看護の提供

について学ぶ。 

授業概要 

 慢性的な健康障害を持ち、病気の悪化や合併症のために医療・看護を必要

とする人を対象に、必要な看護を展開する。 

 対象の病気体験、病気への対応の歴史を振り返り、生活、本人の病気認

識、セルフケア、人生に関する意向との関連等を吟味し、慢性疾患の特徴を

とらえて科学的根拠や理論的説明を考慮した看護を考える。 

患者と協働して健康の維持改善・症状緩和に取り組み、評価し、フィード

バックするプロセスを体験する。 

授業計画 

実習期間：2 週間 

実習方法： 

1）慢性的な健康障害をもつ患者 1～2 名を受け持つ。 

2）患者の情報を整理し、全人的にとらえる。特に、病の軌跡、生活状況、 

病気の捉え方を重視する。 

3）随時カンファレンスを行い、患者理解を深める。 

4）看護の方向性について、実習メンバー・臨地実習指導者・教員間で検討 

し、助言を得て援助方法を絞っていく。 

5) 患者と関わり、看護の方向性を修正しつつ、また自分のかかわり方を振 

り返りつつ、患者との関係を深めていく。 

6）看護実践の評価、学び(今後の課題を含む)について共有・整理する。 

教材 

参考文献等 
成人慢性看護学で提示の教科書、参考書と同じ 

成績評価 

基準・方法 
実習目標の達成度 100％（実習への取り組み姿勢も考慮） 

履修要件 成人看護学概論、成人慢性看護学を修得していること 

留意事項 

その他 
本科目を修得していないと成人慢性看護学実習Ⅱは履修できません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての臨床経験を活かして、慢性的な健康障害を持った入院患者

と家族に必要な看護実践の実習指導を行う。 

 


